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特別記事

特
別
記
事

1　12

隅
田
浩
司
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

本
論
文
の
概
要

主
論
文
題
目

「
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
共
同
行
為
規
制
に
関
す
る
研

究
－
当
然
違
法
の
原
則
、
合
理
の
原
則
そ
し
て
簡
略
化
さ
れ
た

合
理
の
原
則
の
検
討
を
中
心
と
し
て
ー
」

副
論
文

隅
田
浩
司
「
競
争
法
に
お
け
る
抱
き
含
わ
せ
規
制
と
統
合
製
品

の
評
価
」
大
宮
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
創
刊
号
（
大
宮
法
科
大
学
院
大

学
）
（
二
〇
〇
五
）
九
四
頁

H
　
問
題
の
所
在
と
本
論
文
の
構
成

1
　
問
題
の
所
在

　
近
年
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
さ
ら
に
情
報
経
済
の
進
展
に
伴

い
、
競
争
環
境
は
、
複
雑
で
あ
り
ま
た
多
様
化
し
て
い
る
。
特
に
、

経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
競
争
者
同
士
の
関
係
も
ま
た
、
単
に

「
競
争
者
」
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
る
部
分
で
は
、
協
力
・
提
携
関

係
を
締
結
し
、
そ
の
上
で
競
争
を
繰
り
広
げ
る
と
い
っ
た
重
層
的
な

関
係
が
構
築
さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
き
た
。

　
本
論
文
は
、
こ
の
よ
う
な
最
近
の
競
争
環
境
の
変
化
の
中
て
行
わ

れ
る
競
争
事
業
者
間
の
共
同
行
為
（
事
業
提
携
な
ど
）
に
つ
い
て
、

適
切
な
競
争
法
上
の
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ

る
。
特
に
、
競
争
事
業
者
間
の
共
同
行
為
規
制
に
つ
い
て
、
豊
富
な

先
例
を
有
す
る
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
最
近
の
議
論
状
況
を
整
理
・

検
討
し
、
そ
の
中
か
ら
、
競
争
法
に
お
け
る
共
同
行
為
規
制
内
部
の

評
価
手
法
・
判
断
基
準
を
抽
出
し
、
こ
れ
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ

と
を
企
図
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
論
文
は
、
資
格
専
門
職
団
体
の
内
部
規
制
、
戦
略
的

な
事
業
提
携
と
い
っ
た
、
競
争
法
上
の
評
価
に
際
し
て
慎
重
な
考
慮

を
要
す
る
行
為
類
型
（
非
ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
）
に
対
す
る
適
切

な
分
析
（
審
査
）
手
法
を
模
索
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。
こ
の

非
ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
競
争
法
上
の
評
価
は
、
入
札
談

合
、
価
格
カ
ル
テ
ル
に
代
表
さ
れ
る
ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
と
は
異

な
り
、
企
業
行
動
に
対
す
る
影
響
を
考
え
る
上
で
競
争
上
の
問
題
を

内
包
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
に
対
し
、
そ
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の
正
当
化
の
余
地
を
認
め
ず
厳
格
な
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、

必
ず
し
も
反
競
争
的
効
果
を
有
す
る
と
は
い
え
な
い
競
争
事
業
者
間

の
水
平
的
合
意
、
た
と
え
ば
、
新
し
い
形
態
の
事
業
提
携
、
共
同
研

究
開
発
さ
ら
に
、
業
界
内
部
で
の
自
主
規
制
に
対
し
て
も
、
事
業
者

は
、
競
争
法
の
適
用
を
過
度
に
警
戒
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
我
が
国
を
は
じ
め
各
国
の
競
争
法
の
執
行
当
局
や

裁
判
所
は
、
非
ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
競
争
法
の
適
切
な

解
釈
適
用
、
特
に
反
競
争
的
効
果
の
正
確
な
測
定
を
ど
の
よ
う
に
行

う
べ
き
か
、
に
つ
い
て
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。　

本
論
文
で
は
、
こ
の
間
題
意
識
に
基
づ
き
、
事
業
者
間
の
水
平
的

合
意
に
対
す
る
適
切
な
競
争
法
の
解
釈
・
適
用
の
指
針
を
探
る
た
め
、

米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
競
争
事
業
者
間
の
水
平
的
合
意
を
中

心
に
検
討
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
は
、
一
八
九
〇
年

の
制
定
現
在
に
至
る
ま
で
、
競
争
事
業
者
間
の
水
平
的
合
意
に
関
す

る
多
様
な
先
例
を
有
し
て
い
る
。
特
に
、
米
国
で
は
、
反
ト
ラ
ス
ト

法
の
運
用
が
裁
判
所
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
当
事
者

の
主
張
・
立
証
に
対
し
て
、
裁
判
所
が
具
体
的
な
論
点
を
設
定
し
、

詳
細
な
理
由
づ
け
を
付
し
た
法
的
判
断
が
示
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
文
は
、
こ
の
豊
富
な
先
例
を
分
析
し
、
競

争
事
業
者
間
の
水
平
的
合
意
に
対
す
る
競
争
法
の
分
析
手
法
の
具
体

的
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
競
争
事
業

者
問
の
水
平
的
合
意
に
関
し
、
事
業
者
間
の
協
調
行
為
に
よ
る
競
争

の
停
止
を
意
図
す
る
共
同
行
為
と
、
協
調
行
為
を
通
じ
て
競
争
者
を

排
除
す
る
共
同
行
為
（
共
同
の
取
引
拒
絶
）
の
双
方
を
比
較
・
参
照

し
つ
つ
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
本
論
文
の
構
成
は
、
第
1
章
に
お
い
て
「
当
然
違
法
の
原
則
・
合

理
の
原
則
の
歴
史
的
展
開
」
が
検
討
さ
れ
、
続
く
第
2
章
で
は
「
競

争
事
業
者
問
の
事
業
提
携
に
関
す
る
反
競
争
的
効
果
の
分
析
」
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
非
ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る

分
析
と
し
て
不
可
欠
な
対
市
場
効
果
に
関
し
、
第
3
章
「
対
市
場
効

果
の
分
析
」
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
競
争
者
排
除
型

の
共
同
行
為
で
あ
る
共
同
取
引
拒
絶
に
関
し
、
第
4
章
「
共
同
の
取

引
拒
絶
に
対
す
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
評
価
と
分
析
手
法
の
考
え
方
」

に
お
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
第
5
章
で
は
、
当
然
違
法
の

原
則
か
ら
大
き
な
転
換
を
迎
え
つ
つ
あ
る
「
抱
き
合
わ
せ
に
対
す
る

分
析
手
法
の
展
開
」
を
素
材
と
し
て
、
引
き
続
き
、
反
ト
ラ
ス
ト
法

に
お
け
る
分
析
手
法
の
構
造
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
第
6
章
「
競
争
事
業
者
問
の
競
争
回
避
型
合
意
と
分
析
手

法
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
ふ
ま
え
、
水
平
的
合
意
の
中
で
も

近
年
、
米
国
で
大
き
な
展
開
の
あ
っ
た
競
争
回
避
型
合
意
に
関
す
る

分
析
手
法
を
検
証
し
、
終
章
に
お
い
て
、
競
争
事
業
者
間
の
水
平
的
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合
意
に
関
す
る
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
分
析
手
法
に
関
す
る
ま
と
め

が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
各
章
毎
に
概
要
を
概
観
し
、
検
討
す
る
。

2
　
合
理
の
原
則
・
簡
略
化
さ
れ
た
合
理
の
原
則
に
関
す
る
新
し
い

　
展
開

　
第
1
章
で
は
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
当
然
違
法
の
原
則
、

合
理
の
原
則
さ
ら
に
簡
略
化
さ
れ
た
合
理
の
原
則
に
つ
い
て
、
そ
の

生
成
と
展
開
に
つ
い
て
歴
史
的
な
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
る
。

特
に
本
論
文
で
は
、
当
初
、
O
鼠
o
縄
o
ω
8
己
亀
日
轟
身
事
件

（
ω
o
騨
こ
o
略
↓
轟
α
o
o
脇
Ω
蔓
o
暁
〇
三
8
鵬
o
＜
。
⊂
三
併
巴
oり
母
辞
o
。。

）

N
＆
C
φ
器
一
る
ω
o
。
（
お
一
〇
。
）
）
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
分
析
手
法
で

あ
る
合
理
の
原
則
で
は
、
問
題
と
な
る
取
引
制
限
に
関
し
、
当
該
行

為
（
合
意
）
の
性
質
、
影
響
そ
し
て
目
的
を
分
析
す
る
と
明
示
し
た

も
の
の
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
ま
で
被
告
の
行
為
が
市
場
に
与
え
る

影
響
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
ま
た
性
質
、
影
響
そ
し
て
目

的
を
考
慮
す
る
際
の
具
体
的
な
考
慮
要
因
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
明
確
に
判
示
し
な
か
っ
た
こ
と
に
着
目

し
、
そ
れ
が
そ
の
後
の
判
例
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

て
い
る
。

　
こ
の
合
理
の
原
則
に
対
し
て
、
反
競
争
的
効
果
の
明
確
な
行
為
類

型
に
対
し
て
当
該
行
為
の
性
質
、
影
響
そ
し
て
目
的
を
詳
細
に
考
慮

す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
強
ま
り
、
そ
の
結

果
、
当
然
違
法
の
原
則
が
確
立
さ
れ
た
。
こ
の
当
然
違
法
の
原
則
と

は
、
裁
判
所
の
経
験
上
、
当
該
行
為
に
よ
っ
て
反
競
争
的
効
果
の
発

生
が
ほ
ぽ
確
実
で
あ
り
、
競
争
促
進
的
効
果
の
存
在
の
可
能
性
が
極

め
て
低
い
特
定
の
行
為
類
型
に
つ
い
て
は
、
原
告
側
は
、
被
告
の
行

為
が
当
該
行
為
類
型
に
該
当
す
る
こ
と
を
立
証
す
れ
ば
足
り
、
被
告

側
は
当
該
行
為
が
有
す
る
競
争
促
進
効
果
に
関
す
る
立
証
責
任
が
転

換
さ
れ
る
と
い
う
分
析
手
法
で
あ
る
。
こ
の
当
然
違
法
の
原
則
は
、

反
競
争
的
効
果
が
明
ら
か
な
行
為
に
対
し
て
は
、
合
理
の
原
則
に
比

べ
て
よ
り
明
確
な
基
準
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
反
ト
ラ

ス
ト
法
実
務
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

の
原
則
は
、
詳
細
な
市
場
の
影
響
の
分
析
を
回
避
す
る
簡
便
性
ゆ
え

に
、
問
題
と
さ
れ
る
行
為
と
、
当
然
違
法
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と

さ
れ
た
先
例
と
の
関
連
性
を
立
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
違
法
と
評
価

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
当
然
違
法
の
原

則
の
「
硬
直
性
」
は
、
音
楽
著
作
権
の
集
中
管
理
が
問
題
と
な
っ
た

B
M
I
事
件
（
野
o
巴
8
馨
家
島
一
〇
冒
9
＜
。
O
O
一
⊆
ヨ
げ
醇
脚
3
包
－

8
呂
轟
O
o
窃
8
ヨ
目
9
醤
一
9
ω
」
（
お
お
）
）
で
、
よ
り
具
体
的

な
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
音
楽
著
作
権
団

体
の
集
中
管
理
に
関
す
る
問
題
を
取
り
扱
う
上
で
、
表
面
上
、
競
争

事
業
者
間
に
お
け
る
水
平
的
な
価
格
競
争
と
見
ら
れ
る
行
為
類
型
の
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中
に
も
、
競
争
促
進
効
果
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
対
し
て
当
然
違
法

の
原
則
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
明
確

と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
大
学
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
テ
レ
ビ
放
映
権
に
つ
い

て
放
送
す
る
試
合
の
総
数
お
よ
び
一
チ
ー
ム
あ
た
り
の
試
合
放
映
の

回
数
な
ど
を
制
限
し
た
N
C
A
A
の
規
則
が
シ
ャ
ー
マ
ン
法
一
条
に

違
反
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
N
C
A
A
事
件

（
Z
讐
一
〇
昌
巴
O
o
＝
①
讐
讐
①
＞
一
E
①
試
∩
＞
ω
o。
9
＜
’
ω
o
m
巳
o
哺
菊
①
閃
o
昌
ω

9
d
三
＜
。
亀
O
包
鋤
こ
＆
o
o
¢
ω
・
oo
㎝
（
お
o
o
心
）
）
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な

価
格
お
よ
び
産
出
量
制
限
に
つ
い
て
の
正
当
化
の
余
地
を
狭
く
解
し

な
が
ら
も
、
N
C
A
A
に
よ
る
テ
レ
ビ
放
映
権
の
制
限
が
、
直
ち
に

当
然
違
法
の
原
則
が
適
用
さ
れ
シ
ャ
ー
マ
ン
法
一
条
に
違
反
す
る
と

い
う
判
断
を
採
用
せ
ず
、
合
理
の
原
則
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
と
し

た
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、
反
競
争
的
効
果
を
さ
ら
に
詳
細
に
立
証

す
る
た
め
の
市
場
分
析
を
行
わ
ず
、
比
較
的
少
数
の
考
慮
要
素
で
そ

の
違
法
性
を
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
N
C
A
A
事
件
判
決
を
と
ら
え

て
、
簡
略
化
さ
れ
た
合
理
の
原
則
が
生
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
般
に
は
、
米
国
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
は
、
当
然
違
法
の
原

則
、
簡
略
化
さ
れ
た
合
理
の
原
則
そ
し
て
合
理
の
原
則
と
い
う
、

「
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
存
在
す
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
本
論
文
は
、
す
で
に
こ
の
当
時
か
ら
、
市
場
に
お
け

る
事
業
者
の
共
同
行
為
が
市
場
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま

で
定
式
化
し
た
判
断
が
可
能
と
な
る
の
か
、
と
い
う
本
質
的
な
疑
問

は
依
然
と
し
て
解
消
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
問
題
提
起
を
行
っ
た
判

例
が
、
O
巴
詫
o
旨
ξ
U
①
算
巴
＞
器
8
す
け
δ
冨
（
以
下
、
C
D
A
）

事
件
（
O
普
8
ヨ
富
U
①
算
巴
＞
霧
．
p
＜
。
「
β
ρ
認
①
¢
φ
誤
①

（
一
㊤
O
O
）
）
で
あ
る
。
本
件
は
、
歯
科
医
師
会
に
よ
る
会
員
に
対
す
る

広
告
制
限
が
問
題
に
な
っ
た
。
本
件
は
、
控
訴
審
が
適
用
し
た
簡
略

化
さ
れ
た
合
理
の
原
則
の
適
用
を
否
定
し
、
合
理
の
原
則
で
判
断
す

べ
き
事
案
で
あ
る
と
し
て
原
審
に
差
し
戻
し
た
が
、
そ
の
際
、
「
完

全
な
（
密
ε
市
場
分
析
」
は
必
要
な
い
も
の
の
C
D
A
の
よ
う
に

明
ら
か
に
反
競
争
的
制
限
と
は
言
い
難
い
も
の
に
つ
い
て
は
十
分
な

（
巳
①
墨
昌
）
市
場
分
析
を
要
す
る
と
判
示
す
る
と
と
も
に
、
当
然

違
法
、
簡
略
化
さ
れ
た
合
理
の
原
則
そ
し
て
合
理
と
い
う
類
型
は
、

固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
「
反
競
争
的
効
果
が
直
感
的
に
、
そ
し

て
、
明
白
に
推
定
で
き
る
規
制
と
よ
り
詳
細
な
取
り
扱
い
を
要
す
る

規
制
と
の
間
に
絶
対
的
な
基
準
を
引
く
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う

判
断
を
示
し
た
。
本
論
文
で
は
、
本
判
決
が
、
情
報
の
非
対
称
性
の

問
題
に
言
及
し
、
事
案
の
性
質
に
配
慮
し
た
反
競
争
的
効
果
の
立
証

を
求
め
て
い
る
点
に
着
目
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
場
力
の
具
体
的

な
内
容
お
よ
び
立
証
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
合
併
規
制
に
お
け
る
市
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場
力
の
立
証
と
は
異
な
る
視
点
が
必
要
に
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
情

報
の
保
有
お
よ
び
制
限
に
着
目
し
た
市
場
力
分
析
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
提
唱
し
た
経
済

分
析
の
重
要
性
と
、
先
例
の
蓄
積
を
通
じ
た
「
経
験
」
の
バ
ラ
ン
ス

を
い
か
に
図
る
か
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、
合
理
の
原
則
の
精
緻
化

の
中
に
、
そ
の
解
が
あ
る
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
。
た
だ
し
、
C

D
A
事
件
判
決
は
、
合
理
の
原
則
の
精
緻
化
、
そ
の
事
案
に
即
し
た

分
析
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
の
、
本
論
文
が
指
摘
す
る
と

お
り
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
明
示
し
て
は
い
な
い
。
こ
の

問
題
を
さ
ら
に
検
討
す
る
た
め
、
本
論
文
は
、
C
D
A
判
決
の
後
、

司
法
省
と
連
邦
取
引
委
員
会
が
提
示
し
た
事
業
提
携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
着
目
す
る
。

3
　
事
業
提
携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
分
析
手
法
の
整
理

　
第
2
章
で
は
、
こ
の
事
業
提
携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
取
り
上
げ
、
合

理
の
原
則
の
精
緻
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
提
携
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
国
際
競
争
の
激
化
、
市
場
の
成
熟
化
に
伴
い
、
事

業
提
携
が
経
営
戦
略
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ

の
競
争
促
進
効
果
に
配
慮
し
た
運
用
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
他
方
で
、
競
争
事
業
者
間
の
事
業
提
携
は
、
競
争
事
業
者
問
の

競
争
を
停
止
さ
せ
、
共
謀
を
助
長
す
る
な
ど
反
競
争
的
効
果
の
お
そ

れ
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

反
ト
ラ
ス
ト
法
上
問
題
と
な
る
事
業
提
携
に
対
す
る
訴
追
基
準
と
し

て
、
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
に
お
け
る
分
析
手
法
に
基
づ
い
た
審
査
項
目

を
公
表
し
た
。

　
本
論
文
で
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
C
D
A
事
件
判
決

を
受
け
て
、
訴
追
当
局
が
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
手
法
を
め
ぐ
る
議
論

を
整
理
し
、
特
に
合
理
の
原
則
の
精
緻
化
に
関
す
る
訴
追
側
の
こ
れ

ま
で
の
考
え
方
を
整
理
し
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
た
上

で
次
の
よ
う
な
点
に
着
目
す
る
。
ま
ず
、
当
然
違
法
の
原
則
に
つ
い

て
、
二
段
階
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
、
当
然
違
法
の
原
則
が
適
用
さ

れ
る
範
囲
等
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
事
業
提
携
を
促
進
す
る

効
果
を
狙
っ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
こ

の
当
然
違
法
の
原
則
の
適
用
範
囲
縮
小
に
伴
い
、
事
業
提
携
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
執
行
当
局
の
訴
追
活
動
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
合

理
の
原
則
に
基
づ
く
詳
細
な
立
証
が
重
要
と
な
る
と
本
論
文
は
指
摘

す
る
。
こ
の
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
水
平
的
合
意
に
対
し
て
、

簡
略
化
さ
れ
た
合
理
の
原
則
そ
し
て
合
理
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
場

面
を
明
示
し
、
特
に
、
合
理
の
原
則
の
中
身
に
つ
い
て
、
水
平
合
併

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
参
考
に
、
そ
の
精
緻
化
を
試
み
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
水
平
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
経
済
分
析
を
導
入
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
事
業
提
携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
が

199



法学研究80巻3号（2007：3）

見
ら
れ
る
。
本
論
文
は
、
今
後
、
事
業
提
携
の
よ
う
な
競
争
事
業
者

問
の
水
平
的
合
意
に
関
し
、
そ
の
競
争
へ
の
影
響
に
関
す
る
分
析
の

中
で
経
済
分
析
が
用
い
ら
れ
る
可
能
性
を
重
視
し
、
経
済
分
析
が
法

的
判
断
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
O
き
落
＃
事
件
判
決
（
O
窪
σ
①
旨
＜
。
三
R
・

注
一
〇
〇
宅
℃
『
貰
ヨ
鉾
『
ρ
ふ
8
⊂
い
q
お
（
お
器
）
）
が
重
要
と
な

る
。
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
経
済
学
者

に
よ
る
専
門
家
証
言
採
否
の
基
準
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
「
専
門
家
証
言
は
市
場
に
お
け
る
諸
事
実
に
替
わ
る
も
の

で
は
な
い
」
と
し
た
㌍
o
o
ぎ
事
件
判
決
（
ω
δ
o
訂
O
δ
⊆
冒
一
巳
’

＜
■
ゆ
3
薫
づ
印
≦
旨
蝉
ヨ
ω
o
コ
↓
o
げ
霧
8
0
0
壱
』
O
O
d
。
ω
』
O
P
N
島

（
一
〇
鴇
）
）
に
あ
る
よ
う
に
、
事
案
に
即
し
た
経
済
分
析
で
あ
る
か
否

か
を
厳
し
く
精
査
す
る
の
が
、
現
在
の
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
の
現

状
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
3
章
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら

取
り
上
げ
分
析
し
て
い
る
。

4
　
対
市
場
効
果
の
分
析

　
第
3
章
に
お
い
て
、
本
論
文
で
は
、
競
争
事
業
者
間
の
水
平
的
合

意
に
関
す
る
反
競
争
的
効
果
の
分
析
に
際
し
、
大
き
く
事
実
関
係
の

問
題
と
当
該
行
為
と
結
果
と
の
間
の
因
果
関
係
の
問
題
に
区
分
し
て

い
る
。
こ
の
区
分
に
従
う
と
、
合
理
の
原
則
の
場
合
は
、
特
に
反
競

争
的
効
果
の
存
否
に
関
し
、
被
告
の
行
為
と
反
競
争
的
効
果
と
の
因

果
関
係
の
存
在
の
立
証
が
重
要
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
際
、

経
済
学
に
基
づ
く
専
門
家
証
言
の
役
割
は
こ
の
因
果
関
係
を
説
明
す

る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
整
理
に
基
づ
い
て

本
論
文
は
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
に
お
け
る
専
門
家
証
言
の
許
容

性
を
め
ぐ
る
判
断
に
つ
い
て
検
証
し
、
今
日
、
米
国
で
は
、
こ
の
専

門
家
証
言
で
提
示
さ
れ
る
経
済
分
析
が
、
法
的
意
思
決
定
を
補
完
す

る
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
と
い
え
る
か
が
厳
し
く
精
査
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
特
に
違
反
と
な
る
行
為
と
反
競
争
的
効
果
と
の
問
の
因
果

関
係
の
存
否
を
め
ぐ
る
評
価
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
な
お
、
本
論
文
は
、
当
然
違
法
の
原
則
や
合
理
の

原
則
の
選
択
と
適
用
そ
れ
自
体
の
議
論
は
、
あ
く
ま
で
も
法
律
問
題

で
あ
り
、
証
拠
法
上
の
議
論
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
こ

の
検
証
の
後
、
続
い
て
、
反
競
争
的
効
果
に
関
し
、
水
平
的
合
意
な

い
し
行
為
と
反
競
争
的
効
果
と
の
間
の
因
果
関
係
と
い
う
基
軸
に
基

づ
い
た
分
析
と
整
理
に
よ
っ
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
に
お
け
る
議
論

の
整
理
を
試
み
て
い
る
。

　
本
論
文
は
、
第
3
章
で
提
示
し
た
当
該
行
為
と
反
競
争
的
効
果
と

の
間
の
因
果
関
係
の
存
否
と
い
う
視
点
を
用
い
て
、
第
4
章
に
お
い

て
、
共
同
の
取
引
拒
絶
に
お
け
る
従
来
の
米
国
に
お
け
る
分
析
手
法

の
適
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
反
競
争
的
効
果
に
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関
す
る
因
果
関
係
に
関
す
る
分
析
に
際
し
、
共
謀
型
の
共
同
の
取
引

拒
絶
と
競
争
者
排
除
型
の
取
引
拒
絶
と
を
分
け
て
整
理
す
る
こ
と
の

有
用
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
、
共
謀
型
の
共
同
の
取
引
拒
絶
の

文
脈
で
適
用
さ
れ
る
当
然
違
法
の
原
則
と
、
競
争
者
排
除
の
取
引
拒

絶
の
相
違
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
同
の
取
引
拒
絶
に
対

す
る
市
場
力
の
立
証
を
要
求
す
る
形
の
当
然
違
法
の
原
則
の
適
用
の

意
味
が
よ
り
明
確
に
理
解
で
き
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
競
争
者
排

除
型
の
共
同
取
引
拒
絶
に
つ
い
て
は
、
事
案
の
性
質
に
よ
っ
て
は
、

当
然
違
法
の
原
則
の
適
用
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
か
、
今
後
議
論
に

な
り
う
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
、
銀
行
問
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
あ
る
V
l
S
A
と
＝
霧
8
ろ
貰
α
に
よ
っ
て
加

盟
銀
行
に
お
け
る
他
社
力
ー
ド
の
発
行
拒
否
が
問
題
と
な
っ
た
V
I

S
A
事
件
（
C
’
ω
。
＜
’
＜
一
ω
＞
C
。
ψ
＞
．
言
9
く
窃
＞
一
葺
o
旨
叩

二
〇
づ
巴
O
o
∈
こ
餌
p
α
］
≦
霧
＄
『
O
餌
＆
ヨ
9
3
曽
菖
O
コ
巴
ヨ
O
■
．
一
①
ω
閃
。

望
b
P
固
ω
認
（
8
2
）
）
を
取
り
上
け
、
本
件
に
対
し
て
合
理
の

原
則
が
適
用
さ
れ
た
意
味
を
探
り
、
取
引
拒
絶
と
い
う
行
為
類
型
に

お
け
る
反
競
争
的
効
果
の
測
定
の
課
題
を
抽
出
す
る
。
本
論
文
で
は
、

共
同
の
取
引
拒
絶
は
、
そ
の
当
然
違
法
の
原
則
の
適
用
の
背
後
に
は
、

共
同
し
て
競
争
者
を
妨
害
す
る
こ
と
へ
の
倫
理
上
の
問
題
と
い
う
背

景
も
見
逃
せ
ず
、
今
後
も
原
則
と
し
て
当
然
違
法
の
原
則
が
維
持
さ

れ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
の
、
事
案
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
詳
細
な
分

析
を
行
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。

5
　
情
報
経
済
、
技
術
革
新
と
反
競
争
的
効
果

　
第
5
章
に
お
い
て
、
前
期
分
析
を
ふ
ま
え
、
因
果
関
係
の
分
析
と

い
う
視
点
か
ら
、
分
析
手
法
を
整
理
す
る
と
き
、
こ
の
共
同
の
取
引

拒
絶
と
同
様
に
、
当
然
違
法
の
原
則
を
原
則
と
し
て
堅
持
し
つ
つ
、

違
反
行
為
類
型
を
要
件
化
し
て
き
た
米
国
の
抱
き
合
わ
せ
規
制
を
取

り
上
げ
、
そ
の
分
析
手
法
の
意
義
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
る
。
特
に
、

こ
の
抱
き
合
わ
せ
規
制
に
つ
い
て
は
、
ζ
一
R
o
。
。
o
津
を
巡
る
抱
き
合

わ
せ
問
題
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
（
O
S
）
の
統
合
と
技
術
革
新
の
関
係
、
そ
し
て
他
方
、

統
合
に
よ
る
競
争
者
の
排
除
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
よ
り
正
確

な
分
析
の
た
め
に
は
、
当
然
違
法
の
原
則
で
は
な
く
、
合
理
の
原
則

で
の
分
析
が
適
切
と
示
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
判
決
に

示
さ
れ
る
合
理
の
原
則
に
関
す
る
議
論
状
況
は
、
日
々
、
技
術
革
新

に
よ
っ
て
変
化
す
る
新
た
な
市
場
に
お
い
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
が
い

か
に
適
切
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
、
特
に

当
然
違
法
の
原
則
や
合
理
の
原
則
そ
し
て
経
済
分
析
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
有
益
な
示
唆
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
。

　
本
論
文
で
は
、
そ
の
中
で
も
抱
き
合
わ
せ
規
制
で
用
い
ら
れ
る
別

個
の
製
品
基
準
を
取
り
上
げ
、
特
に
竃
一
q
8
0
ヰ
目
事
件
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（
C
巳
8
α
ω
5
け
①
ω
＜
。
］
≦
一
R
o
ω
o
津
O
o
こ
窒
①
，
q
ω
．
＞
O
P
U
。
○

し。

8
る
認
閏
窪
竃
（
曽
ρ
Ω
『
』
O
e
）
）
を
中
心
に
整
理
し
て
い
る
。

こ
の
判
決
に
よ
る
と
、
こ
の
別
個
の
製
品
基
準
は
、
技
術
革
新
お
よ

び
効
率
性
に
関
す
る
評
価
を
行
う
上
で
、
不
適
切
な
基
準
で
あ
る
と

判
示
し
、
抱
き
合
わ
せ
規
制
に
つ
い
て
合
理
の
原
則
を
採
用
す
べ
き

と
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
に
お
け
る
製
品
の
統

合
と
違
法
な
抱
き
合
わ
せ
の
分
水
嶺
を
模
索
す
る
こ
と
は
、
世
界
の

競
争
法
共
通
の
重
要
論
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
日
本
も
同

じ
様
な
問
題
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と

は
、
直
ち
に
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
別
個
の
製
品
基
準
に
関
す
る
議

論
を
独
禁
法
の
議
論
に
持
ち
込
む
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
重
視
し
、
本
論
文
は
別
個

の
製
品
基
準
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
ず
、
抱
き
合
わ

せ
規
制
に
関
し
て
、
抱
き
合
わ
せ
規
制
の
歴
史
的
変
遷
を
検
討
し
、

初
期
の
判
例
の
違
法
性
の
根
拠
は
、
能
率
競
争
阻
害
と
い
う
多
義
的

な
も
の
で
あ
っ
て
、
独
占
力
の
拡
張
と
い
う
単
一
の
違
法
性
の
根
拠

で
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
シ
カ
ゴ
学
派
の

批
判
は
、
理
論
的
に
間
題
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
次
に
、
8
睦
雫

ω
自
℃
帥
冨
げ
事
件
（
器
哺
Φ
お
8
評
冨
ゴ
＝
0
8
一
琶
臣
界
Z
爲
．

＜
願
＝
三
ρ
＆
O
q
ω
』
（
お
o。
“
）
）
か
ら
ζ
一
R
O
ω
o
津
目
事
件
に
至

る
ま
で
の
判
例
は
、
先
例
が
こ
れ
ま
で
問
題
視
し
て
い
な
か
っ
た
よ

う
な
抱
き
合
わ
せ
の
要
素
が
問
題
と
な
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
と
共

に
、
当
然
違
法
の
原
則
の
限
界
を
次
第
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
抱
き
合

わ
せ
規
制
に
お
け
る
違
法
性
の
根
拠
そ
し
て
、
当
然
違
法
の
要
件
、

さ
ら
に
は
今
回
提
示
さ
れ
た
合
理
の
原
則
の
方
向
性
な
ど
は
、
そ
の

判
断
基
準
が
一
般
的
な
抱
き
合
わ
せ
全
般
を
カ
バ
ー
し
う
る
ほ
ど
網

羅
性
を
有
し
て
い
た
の
か
、
疑
問
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、

新
し
い
経
済
環
境
の
変
化
を
視
野
に
入
れ
た
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
分
析

を
行
う
た
め
に
は
、
当
然
違
法
の
原
則
と
合
理
の
原
則
そ
し
て
簡
略

化
さ
れ
た
合
理
の
原
則
の
当
て
は
め
の
議
論
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、

具
体
的
な
反
競
争
的
効
果
を
測
定
す
る
た
め
の
分
析
手
法
の
精
緻
化
、

特
に
当
該
行
為
と
反
競
争
的
効
果
と
の
間
の
因
果
関
係
の
存
否
に
関

す
る
分
析
の
議
論
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

6
　
競
争
回
避
型
合
意
を
め
ぐ
る
新
し
い
展
開

　
本
論
文
は
、
さ
ら
に
、
上
記
分
析
を
ふ
ま
え
て
、
第
6
章
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
整
理
し
、
こ
の
非
ハ
ー
ド
コ
ア
型
カ
ル
テ

ル
の
う
ち
事
業
提
携
に
伴
う
競
争
事
業
者
間
の
制
限
に
つ
い
て
、
そ

の
評
価
が
難
し
い
と
さ
れ
る
競
争
回
避
型
合
意
の
評
価
を
再
度
取
り

上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
C
D
A
事
件
判
決
そ
し
て
事
業
提
携
ガ
イ
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ド
ラ
イ
ン
公
表
後
、
初
め
て
訴
追
当
局
が
取
り
上
げ
た
二
〇
〇
三
年

の
℃
o
辱
O
轟
ヨ
事
件
（
℃
o
ζ
O
轟
目
＝
O
己
ヨ
堕
ヨ
9
閃
↓
O

U
o
臭
9
Z
9
露
O
o
。
（
き
牙
睡
｝
8
8
）
）
に
お
い
て
再
び
こ
の
分
析

手
法
を
め
ぐ
る
議
論
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
件
を
基

軸
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
手
法
に
関
す
る
論
点
を
整
理
し
て
い

る
。
た
だ
し
こ
の
℃
○
ξ
O
轟
e
事
件
は
、
そ
の
分
析
手
法
の
適
用

に
つ
い
て
、
事
業
提
携
外
部
で
の
競
争
回
避
型
合
意
に
つ
い
て
、
当

然
違
法
の
原
則
に
近
い
き
わ
め
て
厳
し
い
判
断
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
判
断
枠
組
み
は
、
必
ず
し
も
事
業

提
携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
同
一
と
は
い
え
ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
C
D

A
事
件
判
決
以
後
、
米
国
で
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
分
析
手
法
、
特
に

合
理
の
原
則
や
簡
略
化
さ
れ
た
合
理
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に

規
制
当
局
そ
し
て
裁
判
所
と
も
に
、
そ
の
解
釈
に
関
し
て
、
見
解
の

相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

7
　
結
論

　
本
論
文
は
、
当
然
違
法
の
原
則
と
合
理
の
原
則
そ
し
て
簡
略
化
さ

れ
た
合
理
の
原
則
を
巡
る
議
論
は
、
事
実
の
存
否
に
関
す
る
分
析
と

当
該
行
為
と
反
競
争
的
効
果
と
の
間
に
存
在
す
る
因
果
関
係
の
分
析

と
い
う
視
点
で
整
理
す
る
こ
と
で
よ
り
明
確
に
理
解
で
き
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
近
年
、
非
ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
の
よ
う
に
、
反
競
争
的

結
果
の
有
無
を
め
ぐ
る
判
断
が
き
わ
め
て
困
難
な
事
例
に
対
す
る
適

切
な
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
評
価
を
行
う
上
で
、
こ
の
因
果
関
係
分
析
が

よ
り
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。

　
さ
ら
に
、
本
論
文
は
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
合
理
の
原

則
の
精
緻
化
の
中
で
、
こ
の
因
果
関
係
分
析
を
整
理
す
る
こ
と
で
、

そ
の
経
済
分
析
、
特
に
専
門
家
証
言
の
関
連
性
も
、
因
果
関
係
の
有

無
を
適
切
に
説
明
し
て
い
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
よ
り
整
合
的
に

理
解
で
き
る
と
す
る
。
こ
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
基
づ
く
分
析
結
果
は
、

基
本
的
に
は
、
競
争
法
全
般
に
共
通
す
る
反
競
争
的
効
果
の
分
析
の

一
つ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
今
後
、

比
較
法
的
な
分
析
に
関
し
て
、
競
争
事
業
者
間
の
水
平
的
合
意
（
行

為
）
と
反
競
争
的
結
果
と
の
問
の
因
果
関
係
分
析
を
基
軸
に
し
た
整

理
が
、
競
争
法
の
理
解
に
よ
り
有
益
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

皿
　
本
論
文
に
対
す
る
評
価

　
本
論
文
は
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
分
析
手
法
を
取
り
上

げ
、
そ
の
現
在
の
展
開
お
よ
び
機
能
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
り
、
特

に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
新
し
い
展
開
を
ふ
ま
え
、
合
理
の
原
則

の
精
緻
化
を
め
ぐ
る
学
説
、
判
例
の
展
開
、
そ
の
運
用
状
況
を
検
証

し
、
分
析
手
法
の
精
緻
化
が
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
適
用
の
新
し
い
展
開

を
示
す
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
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本
論
文
に
お
け
る
著
者
の
問
題
意
識
は
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
の

分
析
手
法
を
丁
寧
に
検
証
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
い
る
も
の
の
、

究
極
的
に
は
、
競
争
法
全
体
に
わ
た
る
反
競
争
的
効
果
を
め
ぐ
る
法

的
判
断
の
思
考
形
式
、
判
断
枠
組
み
そ
れ
自
体
を
抽
出
し
よ
う
と
い

う
試
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
最
新
の
米
国
反
ト
ラ
ス
ト

法
の
判
例
及
び
学
説
を
中
心
に
整
理
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の

根
底
に
あ
る
問
題
意
識
は
、
競
争
法
の
基
礎
理
論
に
通
底
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
本
論
文
の
結
論
は
、
将
来
的
に
は
、
我
が
国
の
不
当

な
取
引
制
限
に
お
け
る
』
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の
実
質

的
制
限
」
（
独
占
禁
止
法
二
条
六
項
）
の
解
釈
論
の
整
理
に
も
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
終
章
に

お
い
て
、
当
然
違
法
の
原
則
や
合
理
の
原
則
を
「
そ
の
ま
ま
」
日
本

に
お
け
る
独
占
禁
止
法
の
解
釈
に
持
ち
込
む
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
分

析
手
法
を
理
解
す
る
基
軸
と
し
て
、
因
果
関
係
分
析
を
導
入
し
て
い

る
。
こ
の
著
者
の
問
題
意
識
、
研
究
対
象
の
設
定
お
よ
び
研
究
手
法

は
、
適
切
な
も
の
と
評
価
で
き
る
。

　
次
に
、
内
容
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
評
価
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、

本
論
文
は
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
特
徴
で
あ
る
分
析
手
法
そ
れ
自

体
の
意
義
と
機
能
を
取
り
上
げ
、
特
に
論
議
の
多
い
競
争
事
業
者
間

の
水
平
的
合
意
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
議
論
を
整
理
し
、
行
為
と
結

果
と
の
間
の
因
果
関
係
を
基
軸
と
し
て
、
米
国
法
に
お
け
る
分
析
手

法
の
整
理
を
試
み
て
い
る
と
い
う
き
わ
め
て
意
欲
的
な
研
究
で
あ
る
。

ま
た
、
水
平
的
合
意
に
つ
い
て
、
競
争
回
避
型
合
意
と
競
争
者
排
除

を
企
図
す
る
合
意
双
方
を
分
析
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
膨
大

な
判
例
お
よ
び
学
説
を
整
理
し
、
単
に
こ
れ
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま

ら
ず
、
因
果
関
係
分
析
と
い
う
視
点
か
ら
批
判
的
に
検
討
を
加
え
て

お
り
、
本
格
的
な
外
国
法
研
究
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
。

　
特
に
、
本
論
文
で
は
、
最
近
、
経
済
法
分
野
で
話
題
と
な
っ
て
い

る
経
済
分
析
に
つ
い
て
、
そ
の
法
的
判
断
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、

冷
静
か
つ
批
判
的
に
検
証
し
て
い
る
。
専
門
家
証
言
に
お
け
る
経
済

学
者
の
因
果
関
係
分
析
に
対
し
て
、
事
案
に
即
し
た
分
析
で
あ
る
か

否
か
な
ど
厳
し
く
評
価
す
る
O
き
幕
旨
基
準
と
反
ト
ラ
ス
ト
法
の

関
係
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
十
分
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
が
、
本
論
文
で
は
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
、
今
後
、

独
占
禁
止
法
の
実
務
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
経
済
分

析
の
状
況
を
冷
静
に
見
極
め
る
た
め
の
有
益
な
示
唆
を
提
供
し
て
い

る
と
評
価
で
き
る
。

　
さ
ら
に
本
論
文
は
、
そ
の
評
価
が
き
わ
め
て
難
し
い
事
業
提
携
や
、

情
報
の
非
対
称
性
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
な
ど
今
日
的
な
問
題
に

つ
い
て
、
分
析
手
法
を
丁
寧
に
検
証
し
、
そ
の
上
で
、
因
果
関
係
分

析
と
い
う
視
点
か
ら
こ
れ
ら
の
間
題
を
整
理
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
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る
。
こ
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
著
者
の
創
意
に
基
づ
く
意
欲
的
な
研

究
手
法
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
研
究
手
法
も
ま
た
評
価
し
う
る

も
の
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
本
論
文
に
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
も
存
在
す
る
。
ま

ず
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
分
析
手
法
そ
れ
自
体
の
構
造
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
い
う
意
欲
的
な
試
み
で
あ
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
も

の
の
、
そ
の
反
面
、
カ
バ
ー
す
る
領
域
が
広
く
な
り
、
そ
の
結
果
、

共
同
の
取
引
拒
絶
に
お
い
て
は
、
共
謀
型
と
競
争
者
排
除
と
い
う
新

し
い
タ
イ
プ
の
分
類
に
つ
い
て
説
明
が
簡
潔
で
あ
る
と
こ
ろ
が
見
ら

れ
た
。
次
に
、
抱
き
合
わ
せ
規
制
に
つ
い
て
は
、
匡
一
自
8
0
津
事
件

以
前
の
判
例
を
丁
寧
に
整
理
す
る
こ
と
で
別
個
の
製
品
基
準
の
問
題

点
を
よ
り
広
く
検
証
し
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
議

論
は
、
最
近
の
ポ
ス
ト
・
シ
カ
ゴ
学
派
の
議
論
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
ポ
ス
ト
・
シ
カ
ゴ
学
派
の
問
題
点
も
さ

ら
に
批
判
的
に
検
証
す
る
こ
と
を
求
め
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
な

お
抱
き
合
わ
せ
規
制
を
第
5
章
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
に
際
し
、
表

題
に
お
い
て
「
共
同
行
為
規
制
」
と
あ
り
な
が
ら
、
抱
き
合
わ
せ
を

取
り
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

問
題
も
あ
る
。
し
か
し
、
上
記
問
題
点
は
本
論
文
の
致
命
的
欠
陥
を

導
か
な
い
と
考
え
る
。
著
者
の
真
意
は
、
本
論
文
副
題
に
あ
る
よ
う

に
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
運
用
の
歴
史
的
展
開
を
述
べ
る
上
で
、

ま
た
は
事
例
研
究
的
に
、
抱
き
合
わ
せ
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
と

推
察
で
き
る
。
第
5
章
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
論
文
本
体
に
お
け
る

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
著
者
の
主
張
が
読
者
に
伝
わ
っ
て
く
る
と
い
う
利

点
も
捨
て
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
問
題
点
は
、
第
5
章
の
位

置
づ
け
に
関
す
る
著
者
の
説
明
不
足
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
本
論
文
は
、
合
理
の
原
則
の
精
緻
化
に
焦
点
を
絞
っ
て
い

る
と
は
い
え
、
当
然
違
法
の
原
則
の
生
成
と
展
開
に
関
す
る
歴
史
的

経
緯
に
つ
い
て
さ
ら
に
分
析
し
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
こ
の
点
は
、
論
文
の
問
題
意
識
が
、

合
理
の
原
則
の
精
緻
化
に
あ
る
こ
と
か
ら
や
む
を
得
な
い
側
面
も
あ

り
、
今
後
の
研
究
の
中
で
、
今
後
当
然
違
法
の
原
則
の
意
義
を
含
め
、

さ
ら
な
る
研
究
の
進
展
を
期
待
し
た
い
。

　
最
後
に
、
本
論
文
に
お
い
て
分
析
さ
れ
た
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け

る
分
析
手
法
、
そ
し
て
そ
の
整
理
の
基
軸
と
し
て
の
因
果
関
係
分
析

が
、
競
争
法
全
般
に
通
底
す
る
分
析
枠
組
み
の
一
つ
と
な
り
う
る
か

否
か
に
つ
い
て
、
著
者
に
は
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
説
明
す
る
こ
と

を
求
め
た
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文
は
、
そ
の
外
国
法
研
究
と
し
て
の
意
義
、

特
に
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
を
理
解
す
る
上
で
最
も
重
要
で
あ
る
も
の

の
、
日
本
で
は
余
り
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
分
析
手
法
そ
れ

205



法学研究80巻3号（2007：3）

自
体
を
研
究
対
象
と
し
て
、
そ
の
生
成
と
展
開
を
判
例
お
よ
び
学
説

を
中
心
に
詳
細
に
追
跡
・
検
討
し
、
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ

と
を
鑑
み
れ
ば
、
上
記
問
題
点
は
、
今
後
隅
田
君
の
継
続
的
な
研
究

の
中
で
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
成
果
の
中
で
解
消
さ
れ
る
も
の
と
思
料

す
る
。

　
ま
た
著
者
で
あ
る
隅
田
君
は
、
修
士
課
程
に
お
い
て
民
法
を
専
攻

し
、
そ
の
後
、
経
済
法
研
究
に
転
じ
た
研
究
者
で
あ
り
、
経
済
法
研

究
者
と
し
て
幅
広
い
視
野
で
研
究
を
進
め
て
い
る
。
同
君
の
米
国
反

ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
一
連
の
研
究
は
、
学
会
で
も
評
価
さ
れ
て
い

る
。
最
近
は
、
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

特
任
研
究
員
と
し
て
、
競
争
事
業
者
間
の
水
平
的
合
意
の
う
ち
、
知

的
財
産
権
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
標
準
化
、
パ
テ
ン
ト
プ
ー
ル
問

題
に
つ
い
て
、
事
業
戦
略
と
の
関
係
を
含
め
、
弁
護
士
、
弁
理
士
や

企
業
法
務
関
係
者
と
意
見
交
換
し
つ
つ
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
同

君
の
研
究
は
学
術
研
究
か
ら
実
務
の
問
題
点
を
ふ
ま
え
た
研
究
に
進

化
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
中
で
本
論
文
の
研
究
成
果
を
さ
ら
に
洗
練
さ

せ
、
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
活
動

も
本
論
文
の
研
究
上
の
意
義
を
評
価
す
る
上
で
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き

事
項
で
あ
る
。

　
な
お
、
主
論
文
に
対
し
て
、
副
論
文
と
し
て
、
隅
田
浩
司
「
競
争

法
に
お
け
る
抱
き
合
わ
せ
規
制
と
統
合
製
品
の
評
価
」
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
論
文
は
本
論
文
に
お
け
る
抱
き
合
わ
せ
規
制
の
研
究

を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
抱
き
合
わ
せ
規
制
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
抱
き
合
わ
さ
れ
た
市
場
に
お
け
る
競
争
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
統
合
製
品
の
評
価
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
論
文
の
論
旨
を
各
論
的
に
敷
術
す
る
も
の
で
あ
り
、
主
論
文
の
価

値
を
一
層
高
め
る
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。

W
　
本
論
文
審
査
の
結
論

　
本
論
文
は
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
分
析
手
法
を
め
ぐ
る
学

説
、
判
例
を
総
合
的
に
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
外
国
法
研
究
と
し

て
、
単
な
る
紹
介
論
文
に
終
わ
る
こ
と
な
く
判
例
や
学
説
を
批
判
的

に
分
析
し
て
お
り
、
本
格
的
な
外
国
法
研
究
と
し
て
学
術
的
に
高
く

評
価
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
、
分
析
手
法
を
め
ぐ
る
研
究
の

進
展
に
よ
り
日
本
の
独
占
禁
止
法
の
解
釈
に
も
新
し
い
視
点
を
送
り

込
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
著
者
で
あ
る
隅
田
君

は
、
幅
広
い
視
点
と
鋭
い
問
題
意
識
を
持
つ
希
有
な
若
手
研
究
者
と

し
て
、
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
他
方
、
本
論
文
に
は
未
だ
検
討
を
要
す
べ
き
と
こ
ろ
、
ま
た
分
析

の
曖
昧
さ
が
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
の
こ
と
自
体
は
、
今
後
の
隅

田
君
の
研
究
の
進
展
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
論
文

の
研
究
上
の
意
義
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
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以
ヒ
の
次
第
で
、
審
査
員
一
同
、
本
論
文
は
、
慶
鷹
義
塾
大
学
法

学
博
士
号
授
与
に
ふ
さ
わ
し
い
労
作
と
判
断
す
る
次
第
で
あ
る
。
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